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ヤ
マ
ト
の
平
民

平
安
時
代
か
ら
、
昭
和
の
戦
前
ま
で
、
千
年
間
、
変
ら
ず
に
守
ら
れ
た
、
旧
い
か
な
づ
か
ひ
。
そ

れ
に
こ
そ
、
ヤ
マ
ト
の
声
の
表
明
は
、
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
こ
は
、
旧
い
か
な
づ
か
ひ
に
て
、
お
つ

き
あ
ひ
を
い
た
だ
け
ま
す
か
。

日
本
人
は
、
劣
等
の
民
族
、
で
す
か
。

戦
争
に
負
け
、

増
大
闘
争
に
、
勝
ち
さ
う
と
思
つ
た
ら
、
そ
れ
も
今
は
、
負
け
つ
つ
あ
る

G
D
P

か
も
…
。
な
に
よ
り
、
日
本
人
ら
し
い
、
や
す
ら
ぎ
の
生
活
と
人
生
の
仲
間
が
、
欠
乏
し
て
は
ゐ
ま

せ
ん
か
。

日
本
人
と
し
て
、
〈
善
〉
は
、
要
り
ま
せ
ん
か
。
〈
眞
〉
は
、
要
り
ま
せ
ん
か
。
〈
信
〉
は
、
要
り

ま
せ
ん
か
。〈
美
〉
は
、
要
り
ま
せ
ん
か
。
〈
健
〉
は
、
要
り
ま
せ
ん
か
。

製
造
業
の
利
益
の
た
め
、
生
産
さ
れ
た
、
物
品
は
、
あ
る
程
度
、
断
捨
離
も
す
る
。

生
産
の
目
的
を
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
体
内
の
〈
快
〉
に
、
し
ま
せ
ん
か
。
〈
無
〉
＝
不
快
が
無
い

Ή

に
、
し
ま
せ
ん
か
。

日
本
の
先
人
を
、
想
ひ
出
し
ま
せ
ん
か
。
縄
文
か
ら
弥
生
。
弥
生
か
ら
古
墳
。
古
墳
か
ら
飛
鳥
。

飛
鳥
か
ら
奈
良
・
平
安
。
平
安
か
ら
鎌
倉
・
室
町
・
戦
国
。
戦
国
か
ら
江
戸
。
江
戸
か
ら
明
治
・
大

正
・
昭
和
戦
前
。
戦
前
か
ら
昭
和
戦
後
・
平
成
・
令
和
。

先
人
の
生
活
と
人
生
を
、
継
ぎ
つ
つ
、
〈
諸
個
人
の
自
立
と
協
同
〉
こ
そ
を
、
し
ま
せ
ん
か
。
さ

う
し
て
、
い
つ
か
は
、
〈
諸
民
族
の
自
立
と
協
同
〉
こ
そ
へ
、
旅
立
ち
ま
せ
ん
か
。

十
六
世
紀
よ
り
、
西
欧
人
が
主
導
し
た
、
資
産
増
殖
闘
争
。
そ
れ
も
、
次
の
た
め
、
必
然
な
の
で

あ
つ
た
。
建
築
と
運
輸
と
金
融
と
通
信
の
、
発
達
…
。

さ
て
、
今
に
欠
乏
し
て
ゐ
る
の
は
、
な
に
か
。
資
産
増
殖
闘
争
の
人
間
社
会
か
ら
、
生
産
調
和
体

の
人
間
社
会
へ
。
そ
れ
を
具
体
化
し
て
ゆ
く
、
提
案
で
す
。

そ
の
提
案
に
ふ
さ
は
し
い
の
は
、
だ
れ
か
。
地
球
広
し
と
い
へ
ど
、
実
は
、
〈
ヤ
マ
ト
の
平
民
〉

な
の
で
す
。
一
万
年
以
上
の
、
縄
文
の
平
和
の
記
憶
も
、
宿
し
て
ゐ
る
か
ら
。
と
く
に
、
子
ど
も
を

産
み
育
て
る
、
本
能
と
し
て
賢
い
、
女
性
で
す
。

な
の
に
、
ダ
ヴ
ォ
ス
会
議
。
ま
だ
、
資
産
増
殖
闘
争
に
と
ら
は
れ
、
せ
つ
か
く
発
達
し
た
通
信
を
、

虚
偽
と
恐
怖
に
、
染
め
る
…
…
。
コ
ロ
ナ
・
ワ
ク
チ
ン
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
偏
向
報
道
。
温
暖
化
幻
想
。

さ
う
し
て
、
西
欧
人
以
外
を
、
人
口
削
減
し
た
い
の
か
い
。

こ
こ
に
、
〈
ヤ
マ
ト
平
民
会
議
〉
を
、
興
し
ま
せ
ん
か
。
や
が
て
は
、
ダ
ヴ
ォ
ス
会
議
に
、
退
散

し
て
い
た
だ
く
べ
く
！

十
七
世
紀
よ
り
の
西
欧
学
問
の
、
延
長
と
し
て
、
ダ
ヴ
ォ
ス
会
議
は
、
化
学
研
究
や
、
遺
伝
研
究
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や
、
計
測
制
御
研
究
に
、
と
ら
は
れ
す
ぎ
。
自
然
天
然
の
〈
一
面
〉
に
、
と
ら
は
れ
す
ぎ
。

氣
が
つ
い
て
み
れ
ば
、
わ
が
縄
文
先
人
の
は
う
が
、
自
然
天
然
の
〈
全
面
〉
に
つ
い
て
の
感
性
が
、

細
や
か
だ
つ
た
…
…

縄
文
る
ね
っ
さ
ん
す
！

生
産
調
和
体
と
し
て
の
人
間
社
会
へ
、
〈
次
の
学
問
〉
も
、
必
須
な
の

で
す
。

わ
た
く
し

実
は
、
世
間
か
ら
離
れ
、
五
十
年
か
け
、
〈
次
の
学
問
〉
を
、
蓄
積
し
て
ゐ
る
、
唯
一
人
間
？
が
、

わ
た
く
し
で
す
。

わ
た
く
し
の
父
は
、
陸
軍
士
官
学
校
。
満
洲
に
ゐ
た
ら
、
ソ
連
が
攻
め
て
き
た
。
シ
ベ
リ
ア
へ
抑

留
。
仲
間
の
半
数
近
く
が
、
絶
命
。
飢
ゑ
・
寒
さ
・
逃
亡
時
射
殺
…
。
ソ
連
思
想
に
賛
成
せ
ね
ば
、

生
き
て
帰
れ
ぬ
、
情
況
。
父
は
「
優
等
生
」
と
な
り
、
帰
国
後
は
、
左
翼
闘
士
。
が
、
世
界
左
翼
中

枢
が
、
日
本
共
産
党
を
、
批
判
し
た
事
件
あ
り
。
そ
の
混
乱
に
て
、
父
は
活
動
か
ら
離
脱
。

名
古
屋
駅
近
く
に
て
、
わ
た
く
し
が
生
れ
育
ち
、
高
校
二
年
の
夏
休
み
。
「
お
れ
が
生
死
の
境
に

あ
つ
た
、
シ
ベ
リ
ア
を
体
験
せ
い
！
」
と
、
父
は
わ
た
く
し
に
、
二
週
間
分
の
旅
費
を
く
れ
た
。
今

は
昔
、
そ
の
一
九
七
二
年
当
時
、
日
本
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、
ソ
連
を
「
理
想
の
国
」
と
、
喧
伝
し

て
ゐ
た
。
が
、
わ
た
く
し
、
ソ
連
人
の
生
活
に
接
し
、
日
本
人
の
生
活
よ
り
愉
し
く
な
い
と
、
幻
滅
。

な
に
が
、
〈
眞
智
〉
、
す
な
は
ち
、
健
康
平
和
な
、
現
実
の
認
識
な
の
か
。
こ
れ
を
、
だ
れ
に
も
、
な

に
に
も
、
と
ら
は
れ
ず
、
以
降
五
十
年
間
、
追
究
し
つ
づ
け
ま
し
た
。

と
く
に
、
マ
ル
ク
ス
や
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
ど
の
部
分
が
正
し
く
、
ど
こ
か
ら
誤
り
で
、
さ
う
し
て

ま
た
、
大
き
く
不
足
し
て
ゐ
た
の
か
。
マ
ル
ク
ス
が
、
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
と
、
一
定
の
関
係
に
あ

つ
た
こ
と
は
、
事
実
と
、
思
ひ
ま
す
。
が
、
当
時
の
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
も
、
マ
ル
ク
ス
の
学
問
内

容
を
、
ま
と
も
に
理
解
で
き
て
ゐ
た
と
は
、
考
へ
ら
れ
な
い
。
資
産
増
殖
闘
争
の
人
間
社
会
か
ら
、

生
産
調
和
体
の
人
間
社
会
へ
。
そ
れ
を
具
体
化
し
て
ゆ
く
、
提
案
に
て
、
マ
ル
ク
ス
に
学
べ
る
部
分

は
、
充
分
に
、
あ
る
。
事
実
は
小
説
よ
り
も
奇
な
り
。
そ
も
、
レ
ー
ニ
ン
以
降
は
、
マ
ル
ク
ス
、
エ

ン
ゲ
ル
ス
を
、
ま
と
も
に
継
承
し
て
ゐ
な
い
！

い
は
ば
、
隠
さ
れ
た
マ
ル
ク
ス
に
、
学
べ
る
部
分

は
、
充
分
に
、
あ
る
。

わ
た
く
し
、
東
大
中
退
で
す
。
東
大
中
退
と
い
ふ
、
一
点
の
み
に
て
、
有
名
な
ホ
リ
エ
モ
ン
さ
ん

と
、
同
じ
で
す
。
た
だ
し
わ
た
く
し
は
、
ま
だ
無
名
。
わ
た
く
し
よ
り
数
年
先
輩
の
、
学
生
運
動
と

も
、
無
縁
。
む
し
ろ
、
入
学
四
年
め
は
、
ボ
ー
ト
部
の
主
務
で
し
た
。
工
学
部
の
、
セ
ン
サ
ー
・
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ロ
ボ
ッ
ト
・
通
信
に
つ
い
て
学
ぶ
、
花
形
学
科
に
ゐ
た
。
一
方
、
ボ
ー
ト
部
の
関
連

に
て
、
ヨ
ガ
も
求
め
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
人
間
の
矛
盾
！

必
然
と
意
志
の
矛
盾
！

こ
の
、
学

問
の
本
質
問
題
に
挑
む
、
英
雄
た
ら
む
と
、
東
大
を
、
中
退
し
た
の
で
す
。
わ
た
く
し
が
求
め
る
、

参
考
情
報
は
、
当
時
の
東
大
に
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
本
質
問
題
、
今
は
、
か
う
、
解
決
し

て
を
り
ま
す
。

世
界
の
必
然
に
お
ま
か
せ
し
、
自
身
の
肚
の
ま
ま
に
生
き
る
。


Β
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次
の
学
問

マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
両
人
の
、
師
た
る
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
学
問
を
、
ま
と

め
よ
う
と
し
た
。
た
だ
し
、
西
欧
宗
教
の
観
念
か
ら
、
ま
と
め
よ
う
と
し
た
た
め
、
事
実
と
整
合
せ

ぬ
部
分
も
、
多
く
出
た
。
こ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
に
対
し
、
す
べ
て
を
現
実
の
認
識
か
ら
、
組
み
直
す
と
、

決
意
し
た
弟
子
が
、
マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
な
の
で
す
。
で
も
、
そ
ん
な
地
道
な
こ
と
、
両
人
の

生
前
に
、
実
現
で
き
る
は
ず
も
な
か
つ
た
。
こ
れ
ま
た
、
事
実
は
小
説
よ
り
も
奇
な
り
。
両
人
の
決

意
を
継
い
だ
の
は
、
社
会
主
義
圏
で
は
な
い
、
わ
が
日
本
社
会
の
、
し
か
も
、
在
野
の
学
者
た
ち
な

の
で
し
た
。
東
大
に
限
界
を
感
じ
た
わ
た
く
し
も
、
そ
の
弟
子
の
ひ
と
り
な
の
で
す
。
わ
た
く
し
が

蓄
積
し
て
ゐ
る
、
〈
次
の
学
問
〉
は
、
以
下
で
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
学
問
を
、
視
野
に
入
れ
、
現
実
の
認
識
か
ら
、
そ
の
本
質
論
の
み
を
、
ま
と
め

た
。人

間
は
、
世
界
を
ど
う
認
識
し
、
ど
う
言
語
な
ど
に
、
表
現
し
て
ゐ
る
か
。

や
ま
と
こ
と
ば
の
世
界
観
と
音
韻
に
つ
い
て
、
ま
と
め
た
。

認
識
と
労
働
に
、
着
目
し
、
客
体
学
か
ら
主
体
学
へ
の
、
移
行
を
、
な
し
た
。

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
限
界
に
つ
い
て
、
指
摘
し
た
。

数
学
を
、
西
欧
宗
教
か
ら
解
放
し
、
現
場
の
方
法
を
論
理
化
す
る
、
数
学
の
基
礎
の
論
。

生
物
系
と
個
人
を
め
ぐ
り
、
物
理
学
と
、
生
理
学
と
、
認
識
学
と
、
さ
ら
に
道
徳
学
を
、
統
一
。

常
温
に
て
の
、
核
融
合
や
核
分
裂
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
ま
と
め
た
。

わ
た
く
し
の
父
が
発
明
し
た
、
〈
氣
功
を
工
業
化
す
る
技
術
〉
。
こ
れ
を
説
明
す
る
た
め
、
縄
文
の

土
器
や
土
偶
に
も
ヒ
ン
ト
を
得
つ
つ
、
物
理
学
や
生
理
学
に
、
ふ
た
つ
の
新
し
い
概
念
を
提
唱
。

〈
次
の
学
問
〉
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
あ
り
ま
す
が
、
数
年
前
、
わ
た
く
し
が
中
心
の
講
演
会
に
、

あ
る
情
報
戦
の
専
門
家
を
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
お
迎
へ
し
た
。
そ
の
お
方
か
ら
、「
山
田

学
さ
ん
こ
そ
、

や
異
星
人
を
迎
へ
る
準
備
に
お
い
て
、
一
流
で
す
。
」
と
い
ふ
主
旨
の
、
ご
発
言
を
い
た
だ

U
F
O

い
た
。

わ
た
く
し
、
浮
世
の
短
絡
評
価
に
よ
り
、
邪
魔
さ
れ
た
く
な
く
、
江
戸
の
鎖
国
の
ご
と
く
、
孤
高

の
無
報
酬
活
動
を
、
つ
づ
け
て
ま
ゐ
り
ま
し
た
。(

わ
が
闘
争)

ま
あ
、
そ
ろ
そ
ろ
、
資
金
繰
り
も
、

限
界
で
す
。
危
険
な
ダ
ヴ
ォ
ス
会
議
に
、
ヤ
マ
ト
の
声
と
し
て
、
〈
ヤ
マ
ト
平
民
会
議
〉
と
し
て
、

対
抗
す
べ
く
、
有
償
事
業
化
い
た
し
ま
す
！

さ
ま
ざ
ま
な
人
格
と
能
力
の
方
が
た
か
ら
、
ご
協
力

を
い
た
だ
け
ま
す
か
。
と
く
に
、
六
十
歳
代
に
も
、
わ
た
く
し
の
や
う
な
、
究
極
の
異
端
＝
未
来
派

が
ゐ
た
こ
と
を
、
は
じ
め
て
知
つ
た
、
若
い
世
代
に
こ
そ
、
期
待
を
い
た
し
ま
す
。

わ
た
く
し
に
は
、
日
本
人
ば
か
り
の
九
名
師
匠
が
あ
り
、
未
来
派
ゆ
ゑ
、
わ
り
と
無
名
の
方
が
た

も
多
い
が
、
い
づ
れ
の
方
が
た
も
、
か
の
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
が
、
根
本
刺
激
と
な
り
、
学
問
・

思
想
を
、
形
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
右
翼
系
と
左
翼
系
の
、
究
極
の
論
理
対
話
。
す
で
に
わ
た
く
し

の
胸
と
肚
の
う
ち
に
て
は
、
こ
れ
も
、
成
し
遂
げ
て
を
る
の
で
す
。

本
質
論
の
わ
た
く
し
の
文
章
は
、
ど
う
し
て
も
難
解
。
で
す
が
、
わ
た
く
し
の
語
り
口
は
、
わ
り

と
軽
や
か
だ
と
い
ふ
、
評
判
も
あ
り
。
わ
た
く
し
の
、
究
極
の
精
神
緊
張
の
人
生
に
、
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
た
め
、
酒
と
カ
ラ
オ
ケ
が
趣
味
で
は
あ
り
ま
す
。
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マ
ル
ク
ス
に
大
き
く
不
足
し
て
ゐ
た
の
は
、
こ
れ
で
す
。

か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
の
健
康
と
は
、
な
に
か
。
こ
こ
ろ
と
社
会
の
平
和
と
は
、
な
に
か
。
ご
く
ご
く

普
通
の
生
活
そ
の
も
の
を
、
〈
冥
想
〉
と
す
る
ヨ
ガ
、
な
の
で
す
。
四
六
時
中
の
瞬
間
瞬
間
に
て
、

ひ
と
り
ひ
と
り
が
体
内
に
よ
く
注
意
し
、〈
快
〉
を
、
求
め
る
。〈
無
〉
＝
不
快
が
無
い
を
、
求
め
る
。

Ή

こ
こ
か
ら
こ
そ
、
〈
諸
個
人
の
自
立
と
協
同
〉
は
、
あ
り
ま
す
。
自
身
の
体
内
に
よ
く
注
意
す
る
か

ら
こ
そ
、
他
者
の
体
内
に
つ
い
て
も
、
予
感
で
き
る
。
あ
る
地
域
に
て
、
協
同
の
生
活
や
生
産
を
は

じ
め
る
と
し
て
も
、
そ
の
前
に
、
必
要
な
自
覚
な
の
で
す
。
一
方
、
社
会
へ
の
無
理
な
統
制
に
、
氣

づ
く
た
め
に
も
、
必
要
な
個
人
規
律
で
す
。

戦
後
日
本
の
、

増
大
を
支
へ
、
今
は
中
共
な
ど
に
移
転
し
た
、
諸
産
業
を
、
発
想
の
起
点

G
D
P

と
す
る
か
ら
、
思
考
停
止
…
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の
体
内
を
、
発
想
の
起
点
と
す
る
な
ら
、
日
本
社
会

の
事
業
は
、
ま
る
で
未
開
拓
の
、
荒
野
で
す
。

地
球
に
お
い
て
、

(

外
部
へ
の)

市
場
拡
張
可
能
性

(
い
は
ゆ
る
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア)

が
、
無
く
な

り
つ
つ
あ
る
。
だ
か
ら
、
ダ
ヴ
ォ
ス
会
議
は
、
虚
偽
や
恐
怖
ま
で
動
員
し
、
異
常
な
市
場
拡
張
を
、

試
み
て
ゐ
る
。
か
つ
て
、
鎖
国
に
よ
り
、
市
場
拡
張
可
能
性
を
、
人
為
的
に
断
ち
き
つ
た
、
わ
が
江

戸
時
代
の
、
日
本
列
島
内
に
お
け
る
、
創
意
工
夫
の
あ
れ
こ
れ
に
、
こ
れ
か
ら
の
人
間
社
会
全
体
が
、

学
ぶ
べ
き
も
の
も
あ
る
。

わ
た
く
し
の
〈
次
の
学
問
〉
は
、
資
本
制
人
間
社
会
に
あ
る
問
題
を
、
本
質
的
に
解
決
し
て
ゆ
く
、

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
も
、
必
要
な
ご
提
案
を
、
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
ゐ
り
ま
す
。(

根
本

転
換)

そ
れ
に
参
画
す
る
、
ヤ
マ
ト
の
声
を
、
編
集
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
愉
し
み
の
ひ
ろ
ま
り

と
し
て
！

話
題
の
ウ
ェ
ブ
・
ス
リ
ー
も
、
試
み
ま
せ
う
。
一
方
、
ヤ
マ
ト
風
の
衆
智
編
集
技
法
た

る
、

(

川
喜
田

二
郎
先
生
の)

法
も
、
復
興
し
て
み
ま
せ
う
。

K

J

K
J

西
欧
を
超
ゆ
る
や
す
ら
ぎ
創
る
べ
し
ヤ
マ
ト
の
声
よ
立
ち
の
ぼ
り
ま
せ

日
本
人
と
し
て
、〈
善
〉(

規
範)

は
、
要
り
ま
せ
ん
か
。〈
眞
〉(

学
問)

は
、
要
り
ま
せ
ん
か
。〈
信
〉

(

祈
り)

は
、
要
り
ま
せ
ん
か
。
〈
美
〉(

芸
術)

は
、
要
り
ま
せ
ん
か
。
〈
健
〉(

養
生)

は
、
要
り
ま

せ
ん
か
。

日
本
民
族
は
ご
皇
統
を
中
心
に
、〈
日
本
協
同
社
会
〉
を
、
創
る
。
や
が
て
は
、〈
地
球
協
同
社
会
〉

へ
の
、
起
点
と
な
る
。
そ
れ
を
保
護
し
、
推
進
す
る
、
日
本
国
の
統
治

(

外
交
・
通
商
貿
易
・
金
融

政
策
・
軍
事
・
治
安
警
察)

の
、
強
化
は
、
緊
急
を
要
し
ま
す
。

ヤ
マ
ト
の
声
。
〈
ヤ
マ
ト
平
民
会
議
〉
。
日
本
社
会
の
民
間
か
ら
、
究
極
は
、
地
球
規
模
の
、
諸
民

族
調
和
と
、
資
産
循
環
へ
の
、
起
点
と
な
る
。
こ
れ
が
、
純
情
な
日
本
民
族
の
、
新
時
代
の
誇
り
な

の
で
す
。

わ
た
く
し
ど
も
の
〈
仕
事
〉
は
、
人
民
に
〈
仕
〉
へ
る
〈
事
〉
で
す
。
日
本
の
全
人
民
は
、
〈
日

本
協
同
社
会
へ
〉
、
そ
し
て
地
球
の
全
人
民
は
、
〈
地
球
協
同
社
会
へ
〉
、
運
動
仲
間
と
、
み
な
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。


